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[bookmark: _Hlk198638198]児童生徒調査
昨年度
目標（7月）
結果（１月）
[bookmark: _Hlk172009668]①自分から進んで計画を立てて学習している。
66.8
70.0
７１．４
②他の人と考えを交流したり、協力して活動に取り組んだりすることは、自分の力をのばすのに役に立っている。
86.3
90.0
８９．０

教員調査
昨年度
目標（7月）
結果（１月）
①学習課題、学習過程、学習方法等において、生徒が選択できる場面を設定している。
66.6
80.0
５０.0
③授業では、他の人と考えを交流したり、協力して活動に取り組んだりする場面を設定し、児童生徒の思考を深めたり、広げたりできるようにしている。
81.0

８5．０
６２．５

児童・生徒の現状・課題
将来の夢や目標をもち、学校生活に前向きに取り組もうとするが、授業の中で他者の意見を参考にし、自分の考えを深めたり、学び方を考え、工夫したりすることは苦手である。

具体的な手だて①
学習内容や学習計画を単元の初めに示すととともに、毎時間本時のねらいを提示し、見通しをもった学習に取り組ませる。
具体的な手だて②
単元のなかで、互いの意見をもとに課題を解決する協働学習の機会を確保する。
具体的な手だて③
学期ごとに校内で研究授業を設定し、１つの授業を教員全員で観察し、意見交換を行う。
総括（７月）　全国学力学習状況調査の結果から、授業や学校生活の中で、他者の考えを参考にし、互いに協力しながら課題の解決を行う力が全国平均と比べ１０％以上低い。それは、授業において受け身的な生徒が多く、生徒自身が自ら学ぶ力が弱いことにある。そこで、生徒自身が、自らの学びを自ら進めるという意識を高め、互いに協力し、課題解決のための方法を考えられるようにすることを授業改革の軸とする。
校内で共有し、授業改革を日常化するための工夫
・授業改善を目標とし、校内で互いに授業を見合う機会を多く設定する。
・それぞれの授業の中で、「本時の目標」と「その目標に対する振り返り」を行う。

総括（１月）　MNE生徒調査のなかでは、両項目ともに向上し、肯定的な回答の割合が増加した。これは、年間を通じて行ってきた授業研究や、目標に対する振り返りをするという日常の指導が活きた結果だった。一方で、教員調査では、両項目とも肯定的な割合は減少した。これは、あらためて自身の教科指導の場面を振り返り、個別最適な学びや協働的な学びについて、理解を深め、課題を持ったことが原因と考えられる。来年度は市研究指定校として取り組む「学び続ける力の向上」に向け、教員調査項目を優位に変化させられるよう方策を立て、それを実践していくことが必要だと考える。
学び続ける力を育むための重点目標
〇子どもたち自身が、自らの学びを自ら進めるという意識を高め、互いに協力し、課題解決のための方法を考えられるようにする。


　　　　　　　　　
